
丸ボイラの給水及びボイラ水の水質 

（出典：日本規格協会ボイラの給水及びボイラ水の水質 ＪＩＳ Ｂ ８２２３：１９９９） 

最高使用圧力 

ＭＰａ（６） 

１以下 １を超え２以下 

伝熱面蒸発率 

［ｋｇ／（㎡ｈ）］ 

３０以下 

（７） 

３０を超え 

６０以下 

６０を 

超えるもの 

 

区
分 

補給水の種類 原水（８） 軟化水（８） 

ｐＨ（２５℃における） ５．８～９．０ ５．８～９．０ ５．８～９．０ ５．８～９．０ 

硬度 

（ｍｇＣａＣＯ３/Ｌ） 

６０以下 １以下 １以下 １以下 

油脂類（ｍｇ／Ｌ）（９） （１０） （１０） （１０） （１０） 

給
水 

溶存酸素（ｍｇＯ／Ｌ） （１０） （１０） （１０） （１０） 

処理方式 アルカリ処理 

ｐＨ（２５℃における） １１．０～ 

１１．８ 

１１．０～ 

１１．８ 

１１．０～ 

１１．８ 

１１．０～ 

１１．８ 

酸消費量（ｐＨ４．８） 

（ｍｇＣａＣＯ３／Ｌ） 

１００～８００ １００～８００ １００～８００ ６００以下 

酸消費量（ｐＨ８．３） 

（ｍｇＣａＣＯ３／Ｌ） 

８０～６００ ８０～６００ ８０～６００ ５００以下 

全蒸発残留物（ｍｇ／Ｌ） ４０００以下 ３０００以下 ２５００以下 ２３００以下 

電気伝導率（ｍＳ／ｍ）（１１） 

（２５℃における） 

６００以下 ４５０以下 ４００以下 ３５０以下 

塩化物イオン 

（ｍｇＣｌ－／Ｌ） 

６００以下 ５００以下 ４００以下 ３５０以下 

りん酸イオン 

（ｍｇＰＯ４
３－／Ｌ）（１２） 

２０～４０ ２０～４０ ２０～４０ ２０～４０ 

亜硫酸イオン 

（ｍｇＳＯ３
２－／Ｌ）（１３） 

１０～５０ １０～５０ １０～５０ １０～５０ 

ボ
イ
ラ
水 

ヒドラジン 

（ｍｇＮ２Ｈ４／Ｌ）(１４) 

０．１～１．０ ０．１～１．０ ０．１～１．０ ０．１～１．０ 

注（６）従来、圧力の単位としてｋｇｆ／ｃ㎡が用いられていたが，この規格では，ＭＰａを用いる。ＭＰａの単位で表

した数値を約１０倍［正しくは１０．１９７１６２倍（１/０．０９８０６６５）］すればｋｇｆ／ｃ㎡の単位

で表した数値になる。 

また、ｋｇｆ／ｃ㎡の単位で表した数値に約０．１（正しくは０．０９８０６６５）を乗じるとＭＰａの単位で

表した数値になる。 

（７）鋳鉄製ボイラで、生蒸気を使用し常時補給水を使用する場合に適用する。 

（８）水道水，工業用水，地下水，河川水，湖沼水などをいう。_ 



また，軟化水は原水を軟化装置（陽イオン交換樹脂を充てんした）で処理した水又は原水を逆浸透装置で処理し

た水。 

（９）ヘキサン抽出物質（ＪＩＳ Ｂ ８２２４参照）をいう。 

 （１０）低く保つことが望ましい。 

 （１１）従来，電気伝導率の単位としてμＳ／ｃｍが用いられていたが，この規格では，特に断わらない限りｍＳ／ｍ

又はμＳ／ｍを用いる。電気伝導率としてｍＳ／ｍの単位で表した数値を１０倍するか，又はμＳ／ｍの単位

で表した数値を０．０１倍するとμＳ／ｃｍの単位で表した数値になる。 

 （１２）りん酸塩を添加する場合に適用する。 

 （１３）亜硫酸塩を脱酸素剤として添加する場合に適用する。 

脱気器を使用する場合は，１０～２０ｍｇＳＯ３
２－／Ｌに調整することが望ましい。 

 （１４）丸ボイラ及び最高使用圧力２ＭＰａ以下の水管ボイラにヒドラジンを脱酸素剤として給水に添加する場合に適

用する。ただし，脱気器を適用する場合には，０．１～０．５ｍｇＮ２Ｈ４／Ｌに調節することが望ましい。 

なお、ヒドラジンはボイラ水中では解離してヒドラジニウムイオン（Ｎ２Ｈ５
＋）として存在する。 

備考１．丸ボイラの補給水にイオン交換水を用いる場合には，付表３の１ＭＰａを超え２ＭＰａ以下の圧力区分の補給水

にイオン交換水を用いる場合の水質を適用する。 

  ２．舶用に用いる場合には，表３の１ＭＰａを超え２ＭＰａ以下の圧力区分の補給水にイオン交換水を用いる場合の

水質を適用する。ただし、海水の漏れを考慮してりん酸イオンの濃度を高めに調節することが望ましい。 

  ３．脱酸素剤としてのヒドラジン及び亜硫酸塩は，一般にいずれか一方を添加する。 

  ４．ボイラ水を試験する試料はボイラ水が最も濃縮されている箇所から採取する。 

  ５．２ＭＰａを超える圧力で使用する炉筒煙管ボイラの場合は，ボイラ水の水質は表３の同一圧力区分に示す水管ボ

イラの水質を適用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

貫流ボイラの給水の水質 

（出典：日本規格協会 ボイラの給水及びボイラ水の水質 ＪＩＳ Ｂ ８２２３：１９９９） 

最高使用圧力 

ＭＰａ（６） 

７．５を超え 

１０以下 

１０を超え 

１５以下 

１５を超え 

２０以下 

２０を超えるもの 区
分 

処理方法 揮発性 

物質処理 

酸素 

処理 

揮発性 

物質処理

酸素 

処理 

揮発性 

物質処理

酸素 

処理 

揮発性 

物質処理

酸素 

処理 

ｐＨ 

（２５℃における） 

８．５～ 

９．６ 

（１８） 

６．５～

９．３ 

（３１）

８．５～ 

９．６ 

（１８） 

６．５～

９．３ 

（３１）

８．５～ 

９．６ 

（１８） 

６．５～ 

９．３ 

（３１） 

９．０～ 

９．７ 

（１８） 

６．５～

９．３ 

（３１）

電気伝導率（ｍＳ／ｍ）

（１１）（１９） 

（２５℃における） 

（μＳ／ｍ） 

（１１）（１９） 

（２５℃における） 

０．０３以下 

３０以下 

０．０２

以下 

２０以下

０．０３以下

３０以下 

０．０２

以下 

２０以下

０．０３以下

３０以下 

０．０２ 

以下 

２０以下 

０． ０２５

以下 

２５以下 

０．０２

以下 

２０以下

溶存酸素 

（μｇＯ／Ｌ） 

７以下 ２０～ 

２００ 

（３２）

７以下 ２０～ 

２００ 

（３２）

７以下 ２０～ 

２００ 

（３２） 

７以下 ２０～ 

２００

（３２）

鉄（μｇＦe／Ｌ） ３０以下 

（２２） 

２０以下 ２０以下 １０以下 ２０以下 １０以下 １０以下 １０以下

銅（μｇＣｕ／Ｌ） １０以下 １０以下 ５以下 １０以下 ３以下 ５以下 

（３３） 

２以下 ２以下 

ヒドラジン 

（μｇＮ2Ｈ4／Ｌ） 

（３４） 

１０以上  １０以上  １０以上  １０以上  

給
水 

シリカ 

（μｇＳｉＯ２／Ｌ） 

４０以下 

（３５） 

２０以下 

（３６） 

２０以下 ３０以下 

（３５） 

２０以下 

（３６） 

２０以下 ２０以下 ２０以下 ２０以下 ２０以下

注 （３０） ｐＨの調節には揮発性物質（アンモニア又は揮発性のアミン）を添加する。 

  （３１） 系統に銅合金を使用している場合にはｐＨ８．０～８．５に調節することが望ましい。 

  （３２） この範囲で給水の鉄及び銅などの濃度を最小とするのに適した値とする。 

  （３３） ３μｇＣｕ／Ｌ以下に保つことが望ましい。 

  （３４） ヒドラジンの濃度はｐＨがその上限を超えない値とするとともに，脱気器出口の溶存酸素の濃度に応じて  

低減することも可能である。 



  （３５） セパレータをもったボイラに適用する。 

  （３６） セパレータをもたないボイラに適用する。 

 

ボイラから発生する蒸気の質（３７） 

（出典：日本規格協会ボイラの給水及びボイラ水の水質 ＪＩＳ Ｂ ８２２３：１９９９） 

項目 基準値 

電気伝導率（ｍＳ／ｍ）（１１）（１９）（２５℃におる）

電気伝導率（μＳ／ｍ）（１１）（１９）（２５℃におる）

０．０３以下 

３０以下 

シリカ （μｇＳｉＯ２／Ｌ）  ２０以下 

注 （３７） 通常運転時（起動時は除く）のもので，イオン交換水を給水とするボイラでタービンに送気する場合に適

用する。      

 


